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１．　　自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 結 果

4093000091

医療法人　徳洲会

092-918-6767

評価結果確定日

事業所は閑静な住宅地の中にあり、近くには季節を感じることが出来
る神社がある。花見や入居者の方々との散歩コースに利用している。
全職員は運営理念である｢ご利用者一人ひとりを尊敬しその人の生ま
れ育った地域や環境を想い慈しむことができる｣を念頭におき、ご入
居者が住み慣れた地域でその人らしい生活を継続出来るよう取り組ん
でいます。コロナ禍のため現在、地域の方々との交流は配慮を行って
いますが、施設内での行事(誕生日会・敬老会など)は開催していま
す。お一人おひとりの生活のリズムを大切にし、ご自分で出来る力を
活かした支援を行いながら、ご家族や地域の方がいつでも気兼ねなく
訪問できるよう取り組んでいます。入居された方が安心して自分らし
い生活を送って頂けるよう、必要時にはかかりつけ医と連携し緊急時
体制にも十分配慮したサービスに取り組んでいます。

http://www.kaigokensaku.jp/

表通りから入ったところにある住宅地の中に事業所がある。平屋建て
2ユニットの施設である。コロナ禍ではあるが、地域との関係はしっ
かりできており、近くの高齢者が熱中症になった時も民生委員と連携
をして対応行った事もある。事業所内の生活は、利用者一人ひとりの
生活リズムや尊厳を大切にしており、入浴は完全に個浴で対応、昼食
後の時間は居室で休まれる方やリビングで過ごす方、夕食後も9時頃
までリビングでテレビの視聴をされる方など居られる。日中は午前午
後とも職員によるレクリェーションがあり、利用者間の交流もとれて
いる。外出がままならないため、事業所内での行事は工夫を凝らし、
心身に良い刺激が得られいきいきとした生活ができるように職員全員
で取り組んでいる。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会

福岡県春日市原町３－１－７

グループホームあんしん

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームあんしん（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和４年３月２２日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

コロナ禍ですべての地域行事は中止してい
る。コロナ禍前は地域の草取りに利用者職
員で参加をして地域の方と交流を持ってい
た。事業所で行った花火大会では、ご近所
の子供さんたちの参加があった。地域の方
から駐車場の相談を受けたり、果物を頂く
ことや、散歩時に声を掛けてもらってお
り、地域の一員となっている。

2

運営推進会議は新型コロナウイルス感染者
が減少した期間は事業所で感染対策を講じ
て開催したが、感染者の増加に伴い、文書
による開催になっている。参加者から防災
に関する意見をもらい避難場所の確認を担
当者が行うなど、施設サービスの向上へ活
かすことができている。

行政とは運営推進会議以外でも相談等を行
い、協力体制を築いている。入所者の認知
症の進行時の対応についての相談なども
行っている。施設での人権教育研修の講師
を行政に依頼し、家族や職員が参加して学
ぶこともできた。

4

コロナ禍のため、運営推進会議は文書にて
連絡や報告を行っていたが、現在、感染予
防を施し開催している。地域の自治会長を
含め毎回、様々な意見交換をしながら、事
業所間の交流、アドバイスや問題点を話し
合っている。事業所は出席者の意見を参考
にし業務に活かしている。

5

疑問点や問題があった時、またご利用者の
入所時など、些細なことでも不明点があれ
ば市の担当者に連絡し、協力関係を築いて
いる。

3

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

独自の理念があり、玄関窓口に掲示され、
実行方法についても具体的に書かれてい
る。利用者にとって「家」であり、安心し
て生活ができ、趣味、家事の手伝など、そ
の方なりの想いを尊重して日々の生活で尊
敬の念を持って、職員は対応に当たってい
る。

外部評価

56

オンライン研修の伝達研修やビデオ研修を
行い、身体拘束について学ぶ機会がある、
外出傾向のある方には一緒に散歩をするな
ど、見守り付き添いを行っている。玄関は
センサーを設置し、通常は施錠はしていな
いが、トイレを借りにくるなど外部の人の
訪問があるため、コロナ禍になり感染防止
の為、玄関外で対応ができるように玄関は
施錠をしている。

4

すべての職員はご利用者の権利を尊重して
おり、生活の質を下げる身体拘束を理解し
ている。
見守りを徹底することで、安全安心な介護
サービスを行っている。定期的な勉強会を
通して、身体拘束について学びながら実践
している。

日中の鍵の施錠については、感染対策のた
めということであるが、施錠ではない別の
方法を検討してほしい。

1

2

―3

地域の中で、認知症に対する理解を深めて
いくことは大切であるが、コロナ禍であっ
たため、以前出来ていた散歩時などにおけ
る、地域の方々との会話や交流が減少して
いるのが現状である。

事業所内の理念は、誰もが見える窓口に掲
示しており、職員は日頃から理念を意識し
た上で職務にあたっている。
また、その理念を職員間で共有している。

コロナ禍により、思うように活動できてい
ないのが現状である。
現在、日常的な挨拶や会話などを大切にし
ながら、地域との関係が途絶えないように
心がけている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームあんしん（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和４年３月２２日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

勉強会にて権利擁護に関する制度は学んで
いる。事業所内にも日常生活自立支援事業
を利用している方、成年後見制度を活用し
ているご利用者もおられ、身近に学ぶこと
が出来ている。

制度に関しては利用者家族には契約時に説
明を行い、玄関にパンフレットを設置して
いる。職員は制度について内部研修や伝達
研修で学ぶ機会がある。家族からの相談が
あった時は、社協へ繋ぐこともできてお
り、橋渡しが出来るようになっている。

10

ご利用者の家族には、毎月本人様の様子を
手紙にて報告し、ご家族の意見や要望をお
聞きしている。ご家族からの意見などがあ
れば職員全体で考え、すぐ改善出来る場合
は迅速に行い家族に報告行っている。ま
た、運営推進会議に出席されているご家族
の意見も参考にしている。

7

日常的にケアマネジャーが利用者一人ひと
りに困り事はないか等話を聞いている。利
用者から散歩の希望があった時は、行事と
してコスモス見学やイルミネーション見学
を実行した。家族には毎月、利用状況の手
紙を出している、行事や日常の様子をDVDに
まとめて配布すなどしている。家族から意
見が出易いように工夫している。

9

入所契約時に、重要事項説明書・契約書を
ご利用者やご家族に確認しながら説明を
行っている。
また、疑問点があれば理解して頂けるまで
説明している。

―

―

11

毎月第４木曜日に職員会議・勉強会を行っ
ている。その際に職員の要望や意見を話し
合っている。提案を活かしながら、運営に
反映している。

8

自己評価については、副主任、リーダー、
管理者と原案を作り、職員へ書類の用意を
してもらうなど全職員で取り組んでいる。
朝礼、申し送り時に日々の対応についての
意見が出る。ケアの統一など業務に関わる
時は職員会議で出してもらうようにしてお
り、管理者は研修や変わったことがないか
など常に声掛けを行い、意見が得られるよ
うに工夫をしている。

12

管理者は人事考課表をもとに、普段の仕事
ぶり等を評価しながら、職員一人ひとりと
面談を行っている。その際職員の要望など
を聞き、環境整備や条件の整備に努めてい
る。

―7

定期的な勉強会を行っている。管理者をは
じめ、全職員は高齢者虐待関連法を学びな
がら虐待の防止を徹底している。
また、職員間でも注意を払いながら、業務
を行っている。

8 6

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームあんしん（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和４年３月２２日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

職員の募集・採用にあたっては性別及び年
齢などの制限は設けていない。職員の希望
を重視しながら、シフト調整を柔軟にする
ことで職員が望む社会参加への協力に取り
組んでいる。

9

10

採用に関しては母体事務長と管理者で行
い、性別や年齢等を理由に排除することは
ない。新人研修もあり、資格取得に関して
もシフトの調整を行い、受けやすい環境が
ある。育休産休も整備されており、仕事へ
の復帰後も勤務を配慮するなど働きやすい
環境を作っている。

コロナ禍のため、全職員が集まる勉強会を
行う事ができなかったが、定期的に資料を
回覧して朝礼などで話をするなど、工夫し
ながら人権教育や啓発活動に取り組んでい
る。

15

管理者は、職員にオンライン研修や外部研
修の情報提供を行い、希望する研修に参加
出来るよう取り組んでいる。また、研修を
終えた職員が他職員に伝達研修を職員会議
で行っている。講師を通したオンライン勉
強会も行っている。

―

14

定期的な勉強会を通して、人権教育や啓発
活動を行っている。事業所はご利用者一人
ひとりの尊厳を理念に掲げており、人権尊
重に努めながら業務を行っている。
また、オンライン研修に参加し理解を深め
ている。

13

17

入所前の段階より、関係者から現状確認を
行い、必要に応じて管理者、介護支援専門
員が本人と面談している。現在の本人のお
困り事や課題を全職員で考え、問題点を共
有している。支援の方向性を明らかにしな
がら、本人らしい生活が出来るように全職
員取り組んでいる。

―

16

オンライン研修や、運営推進会議に参加す
ることで、同業者と交流する機会があり、
その時の意見交換で得たことを日頃の業務
の参考にしている。

―

18

ご家族の現状や環境を把握し、ご家族の意
向・本人への思いをしっかり傾聴した上
で、ご家族が安心して頂ける対応を心がけ
ている。

―

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームあんしん（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和４年３月２２日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

19

入所前のアセスメントで、ご本人の困って
いることや要望・不安に対して、ご本人・
ご家族と一緒に話し合い、どのような支援
を提供していくかを考え、その人らしい生
活が送れるよう努めている。

―

21

ご家族の現状、ご家族の意向や本人に対す
る思いを理解し、ご家族から安心して頂け
るような支援に取り組んでいる。また、ご
家族も支えられるよう職員が本人とご家族
の架け橋となり、より良い関係を築いて頂
けるよう、しっかり連絡をとっている。

20

ご本人の今まで生きてこられた生活歴を尊
重しながら、現在の本人の状態に合わせた
無理のない対応を心がけている。本人らし
い生き方がこれからもできるように、日々
の関わりを大切にしながら、施設職員が
チームで支援し、日常生活の困りごとを解
決し本人が孤独にならずに安心して生活し
て頂けるような関わりを大切にしている。

―

―

23

他ご利用者と良好なコミュニケーションが
とれるように、席の配置やレクリエーショ
ン活動の際の声かけに配慮している。
共同生活の中で、気の合うご利用者どうし
の会話を大切に見守っている。また、ス
タッフがご利用者どうしの架け橋となり、
１人でも孤立がないように声かけを行いな
がら、楽しい時間が過ごせるような環境づ
くりをしている。

―

22

コロナ禍で、なかなか本人の｢会いたい｣な
どの要望を取り入れることが困難であっ
た。本人の生活歴を伺う中で、本人が大切
にしている物や大切に思っている人などを
把握しています。できる限り本人の意向を
取り入れ、物品に関しては馴染みの物を使
用し、お歳暮やお中元、お手紙などを本人
が｢送りたい｣との要望があれば職員が支援
を行っている。

11

日々の会話の中で得られた情報はアセスメ
ントに追加している。利用者の「行きた
い」「したい」気持ちを尊重して、実現で
きるように支援している。窓越しの面会や
お中元のお返しのための買い物同行などを
行い、馴染みの関係が途切れないよう支援
を行っている。

24

契約終了時、個々の事情を鑑みながら、必
要な情報の提供を行い、本人の望まれる暮
らしを継続して頂けるよう関係者に伝達し
ている。ご家族の不安を傾聴し、契約終了
後も助言やアドバイス、相談をして頂ける
よう窓口を開いて対応している。

―
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福岡県　グループホームあんしん（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和４年３月２２日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

25

事業所の職員は、しっかり認知症を学び、
研修を積み重ねながら業務にあたっている
ため、認知症の人だからといって｢何もわか
らない｣等の決めつけを行うことはなく、意
思疎通が出来ない場合でも、顔の表情、本
人の行動で本人の心を読み取るように努力
している。チーム全体で本人が何を望んで
いるかを本人の視点に立ち対応している。

12

職員は日々、利用者とゆっくり関わる時間
を設け、利用者の思いや意向の把握に努め
ている。意思疎通が困難な利用者に対して
は、表情や言動、あるいはこれまでの情報
を基に検討し、利用者が日々満足して、安
心した生活が送れるように努めている。

28

ご本人、ご家族をはじめ、今まで本人に関
わりがある関係者の方々と話し合いをしな
がら、これから本人がどんな暮らしを望ん
でいるかの把握を行っている。本人が抱え
ている問題点や家族の意向を踏まえ、今す
ぐに何が必要かに順位をつけながら取り組
んでいる。担当者と介護支援専門員が毎月
のモニタリングを行いながら、状態が変わ
れば見直しを行っている。

27

本人の状態確認を行い、時間毎に声かけを
行っている。１日の暮らしの中で、本人が｢
今日は○○がしたい｣との意向があれば、レ
クリエーション活動に取り入れるなどし、
出来る範囲で対応している。１日の流れの
中で、ご利用者の有する力を発見すること
が多く、また発見した場合は全職員と一緒
に情報を把握している。

―

13

入居時の基本情報やアセスメント票の他、
本人や家族のニーズをもとに、ユニット
リーダーをはじめ、関係者の意見を取り入
れ、介護計画が作成されている。また、毎
月の実施状況確認と3ヶ月毎のモニタリング
を通して、6ヶ月毎に見直しが行われてい
る。心身の急な変化に対しても、速やかに
計画の見直しが行われている。

―

29

個別の記録は職員間での情報把握のため、
とても重要な役割であり、全職員もそれを
周知した上で記録をしている。ご利用者が
発した言葉をそのまま記録することで、本
人の状況や異変など記録から知り得ること
が可能なためできる限り生きた記録を記載
するようにしている。また、記載に関し改
善点があれば勉強会を行い改善している。

―

ご利用者とご家族が安心してここで暮らし
続けて頂けるよう、全職員から意見を出し
合い、どんなサービスを取り入れていくか
模索している。

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26

入所時前より、全職員は本人の生活歴や趣
味、生活環境等の情報を共有しており、入
所後はコミュニケーションに役立ててい
る。生き生きと語られることに耳を傾け、
職員が知り得なかった情報があれば、それ
をまた全職員と共有しながら、新しい情報
を活かしてご本人の生活がより良くなるよ
うに努めている。

30
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福岡県　グループホームあんしん（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和４年３月２２日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

―

職員はご利用者の毎日の健康状態を確認
し、異常の早期発見に努めている。体調変
化や様々な気づきがあればいち早く管理者
に報告している。管理者はかかりつけ医に
情報提供を行い、医療と連携を図ってい
る。週２回の医療連携（訪問看護）とも健
康状態を共有しているため、連携を図りな
がらご利用者の健康管理を行っている。

―

入居前のかかりつけ医への受診を基本と
し、入居後も職員が付き添って受診してい
る。家族の希望により家族が同行する場合
もある。受診結果は家族へ電話や、毎月の
家族宛の手紙で検査データと共に通知して
いる。また、申し送り簿に記載し、全職員
に周知を図っている。

36 ―

15

事業所独自の重度化・終末期の対応指針が
あり、本人・家族の意向を尊重したものに
なっている。利用開始時に利用者・家族に
説明しているが、まだ看取りの実績はな
い。指針は医療連携を重視すると共に、家
族や各関係者で話し合って計画を立てる内
容になっている。今後、職員の更なる研修
を積み重ねていく予定である。

急変時に対するマニュアルはあるが、初期
対応の訓練を定期的に行うことは出来てい
ない。ＡＤＬの使用方法や応急手当の研修
は、外部から講師に来て頂き行っている。
急変時の連絡体制は２４時間オンコールに
て出来ている。

35

事業所は｢重度化や終末期に向けた方針｣に
ついて、作成した資料をもとに、入所の際
ご家族に説明している。終末期に関して、
事業所で出来ること・出来ないことをご家
族に説明し納得して頂いている。
地域の関係者とともにチームでの支援に取
り組むまでの体制はまだ出来ていない。

32

事業所は本人とご家族にかかりつけ医の確
認を行い、緊急時以外は入所後も引き続き
継続的な医療を受けている。緊急時の対応
については、かかりつけ医に受診出来ない
場合もある旨を本人やご家族には説明し、
了承を得ている。

34

入院時は管理者より、ご家族に報告しご家
族の現状や意向をお聞きしている。
また、本人の不安を軽減するため、職員が
面会し病院関係者に情報提供している。
退院時期の確認連絡や、退院に向けての病
院関係者との話し合いも積極的に行ってい
る。

14

33

31 ―

事業所内でのご利用者がどれだけこの施設
で安心して生き生きと過ごして頂けるか、
時折ユニット会議で話し合いを行ってい
る。マンネリ化しないように様々な行事を
行い、時には地域の集会場に参加させて頂
いたり、ボランティアの催し物を取り入れ
ている。ご利用者が何かをしたいとの要望
があればそれに沿う支援を検討している。
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福岡県　グループホームあんしん（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和４年３月２２日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

39

職員はご利用者の日常生活に関わる中で、
ご本人がしたいことや、希望の思い、願い
などを、普段の会話から引き出せるように
心がけている。意思表示ができないご利用
者であっても表情などで受け止めるように
心がけながら、ご利用者の自己決定ができ
るように働きかけている。

―

38

全職員は運営理念に沿い、ご利用者の尊厳
や権利を守り業務を行っている。ご利用者
一人ひとりの人格やプライバシーを確保
し、気持ちに寄り添いながら、日々のケア
を行っている。排泄時、入浴時など、個々
の誇りやプライバシーに配慮した声かけ介
助を行っている。

17

「プライバシー保護マニュアル」があり、
特にデリケートケアとなる排泄介助や入浴
介助は、利用者の自尊心を大切にした声掛
けや介助方法を心掛けている。更衣自立者
に対しては、配慮しながらも安全に留意し
ている。職員は内部研修を通してマニュア
ルを確認しあっている。

41

身だしなみやおしゃれについては、ご利用
者の好みを尊重し、本人が着たい服や整
容、女性は化粧を含めご自分で決定して頂
いている。意思疎通の難しい方への対応は
ご家族の意見を参考に、本人の好まれるよ
うな身だしなみに心がけている。

40

事業所内の１日の流れはあるが、ご利用者
一人ひとりのペースやリズムがあり、職員
はそれを尊重しながら、本人が思うような
生活を送って頂けるよう配慮している。
また、施設の行事や活動の参加については
ご本人の意思を確認している。

―

42

―

利用者は職員と一緒に食事を準備し、利用
者が包丁を使うことも含め、できる範囲で
調理に加わり、利用者が関わった料理は全
員の楽しみとなっている。また、減塩食、
腎臓食、糖尿病食、更にきざみやトロミと
いった食形態などにも対応して、利用者一
人ひとりが楽しみな食事となるよう努めて
いる。

食事作りから後片付けまで、ご利用者と一
緒に出来ることはして頂いている。ご利用
者に合わせた形態で提供し、季節に合わせ
た献立を作っている。ご利用者と一緒に食
事をすることで、様々な気づきを得てい
る。

18

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

施設防災計画に基づき行っている。
消防署に事前連絡を入れた上で、災害時の
避難訓練等行っている。また、訓練時は施
設周辺にも声かけ行っている。

事業所はマニュアルに基づいて、年2回、昼
間と夜間の想定で避難訓練を行っている。
消防署の協力を得て、初期消火訓練などに
も取り組んでいる。更に水害、土砂災害の
避難確保計画も立てられている。また、非
常用備畜の食料や飲料水もそれぞれのユ
ニット内に十分準備されている。

37 16
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福岡県　グループホームあんしん（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和４年３月２２日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

45

排泄はご利用者のプライバシーを配慮し、
職員側ではなく、ご利用者の思いに合わせ
た介助を行っている。その方が出来る力を
見極めながら、トイレでの排泄を望まれる
時は職員で介助方法を話し合い対応してい
る。ご家族の負担も考慮し、不必要なオム
ツ・紙パンツの使用はしていない。トイレ
の声かけも、本人のプライバシーに気をつ
けている。

便秘がちのご利用者の対応は、事業所の看
護師・訪問看護・主治医からのアドバイス
や指示をうけながら、個々の状態に合わせ
た取り組みを行っている。レクリエーショ
ンで便秘解消を目的にした体操を取り入れ
たり、トイレ内での腹部マッサージ、水分
の促しなど、出来るだけ自然排便を考え実
行している。

―

20

46

47

利用者の入浴は基本的に隔日としている
が、毎日準備しており、希望に応じて対応
している。利用者の体調や状況に応じて
シャワー浴、足浴になることもあるが、誰
もが湯舟でゆっくり個浴を楽しめるように
配慮している。洗髪を好まない利用者に
は、丁寧な声掛けと対応で安心を得るな
ど、利用者のペースや習性を尊重した入浴
支援を行っている。

入浴は２日に１回、ご利用者の体調を確認
し行っている。できる限り入浴の準備もご
利用者と一緒に行い、拒否がある場合は何
に対しての拒否かを傾聴し、入浴時間の変
更、スタッフの交代などを行い対応してい
る。ご利用者の羞恥心やプライバシーを配
慮しながら安全な入浴を心がけている。浴
槽内にも１人でゆっくり入って頂けるよ
う、時間をとっている。

19

43

入所時は以前の情報をもとに、食事形態や
水分の提供を行っているが、徐々にご本人
の状態（主治医からの意見・体重の増減な
ど）を確認しながら、食事の好みやペー
ス、タイミングを把握している。ご本人に
合わせた必要な栄養摂取・水分補給の支援
を行っている。毎日の食事量・水分量を記
録し、状態確認を行っている。

排泄は室外トイレで行うことを基本とし、
昼間は布パンツで過ごし、排泄の自立を目
指している。トイレまで移動が困難な利用
者や排泄コントロールが困難な利用者に
は、声掛けを行って誘導し、夜間もおむつ
に頼らず、なるべく誘導するようにしてい
る。また、リハビリパンツやパットの使用
に関しても常に見直し、家族にも相談して
変更している。

―

―44

口腔ケアは準備からご本人の状態に沿って
支援を行っている。出来る方は出来るだけ
ご自分でして頂き、介助が必要な方は声か
けをしながら、時には職員がジェスチャー
を取り入れ、できる限りご自分でして頂く
ことを心がけている。磨き残しや仕上げは
職員が介助を行い、義歯の装着・手入れ・
保管は個々に合わせケアを行っている。

48

事業所の１日の流れはあるが、ご利用者の
生活リズムに沿って休んで頂いている。
また、夜間の就寝時間もその時のご本人の
思いを優先している。安心して入眠して頂
けるよう、ご本人が望む居室の夜間照明等
に配慮している。

―
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福岡県　グループホームあんしん（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和４年３月２２日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

49

職員一人ひとり薬の目的・用法・用量は把
握しており、服薬の重要性は全職員理解し
ている。また、薬の作用や副作用について
は、職員がいつでも確認できるようにご利
用者一人ひとりの薬のファイルを作ってい
る。体調変化により、薬に変更があった時
は、必ず管理者より報告があり、服薬の袋
にも変更の旨が書かれてある。

―

好天候時は施設周辺の散歩を日課としてい
る。コロナ禍のため、外食や買い物は極力
控えているが、近隣の散歩の他、花の鑑
賞、イルミネーション見学などドライブを
兼ねて出かけている。コロナが落ち着け
ば、利用者の希望する場所への外出や、行
事としての外出支援も行う予定である。

51

50

食器拭き、洗濯物干し（たたみ）など、生
活の中で一人ひとりに会った役割を活かし
て頂いている。ご家族の協力を得て施設外
で行われる趣味の将棋大会に参加された方
もおられます。好まれる嗜好品があればご
家族と協力しながら、個別で対応してい
る。職員はご利用者が楽しめる行事や活動
を考え実行している。

―

54

共用空間に限らず職員が清掃し清潔を保っ
ている。季節の花を飾るなど季節感を感じ
られるよう工夫している。他ユニットの境
界の扉も開放しているため、いつでも他ご
利用者と交流が出来るようになっている。
ご利用者は、ほとんど日中はリビングで過
ごされおられ、ご自分がくつろげる場所
で、気の合うご利用者と談笑されている。

22

ダイニング・リビングは天窓と両側面に大
きな窓があり、明るく開放的で、行き届い
た室内環境の管理と清掃により、居心地良
い空間となっている。また、家庭的な雰囲
気の時計やカレンダーの他、利用者一人ひ
とりの活動時のA4サイズの写真や、書初め
の作品を壁面に飾り、利用者の会話の楽し
みを増やしている。

52

入所時にお金について、ご家族と話しを
し、ご利用者自身が金銭管理を行わない事
を説明し納得頂いている。日用品など必要
な時はご家族に報告し、事業所がお金をお
預かりし、本人と職員が出来るだけ一緒に
買い物に行き、選択肢は本人にお願いして
いる。定期的にご家族に、お預かりしたお
金の流れを個々の金銭出納帳と領収書で確
認して頂いている。

53

事業所はご本人の希望、ご家族の理解によ
り、携帯電話の使用は個々に支援してい
る。手紙についても、本人が｢出してほし
い｣と要望があれば投函を行っている。

―

21

―

日常生活の中で、施設の買い物や近所の神
社まで散歩に出かけるようにしている。
面会時はご家族に本人の思いを伝え、お墓
参りの協力をお願いしたり、ご本人が望む
コンサートに職員が同行するといった支援
を行っている。外出が困難であっても、施
設の敷地を利用しながら、外での気分転換
等の支援を行っている。
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福岡県　グループホームあんしん（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和４年３月２２日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

―

入所時、ご利用者の馴染みのもの、思い出
のものをご本人とご家族に説明し、持って
きて頂いている。また、家具や写真などの
配置、ご本人が休まれるベッドの位置や、
左右どちらから乗り降りされるか等を考え
ながら本人が使いやすく、安心して過ごし
て頂ける環境整備を行っている。

居室内には電動ベッドや褥瘡予防マットが
準備されているが、他の家具類は利用者が
使い慣れた物が持ち込まれている。また、
家族からの絵手紙や写真、色紙などが飾ら
れている他、利用者の好みの人形や置物も
置かれ、個性が感じられる居室となってい
る。

57

ご利用者が安全に過ごせるよう、動線を考
えた家具の配置をしている。原則である手
すりやバリアフリーは整備されているが、
施設の工夫として、ご利用者が間違えやす
い居室には名前を表示している。施設で
は、ご利用者一人ひとりに色が決まってお
り、間違いが起こらないような工夫をして
いる。

56

55 ―

23

それぞれのユニットでご利用者はご自分の
席を覚えておられ、｢私の場所｣といわれ
る。また、３人掛けのソファーを利用し、
気の合うご利用者と過ごされている。時折
ご利用者が落ち着かれない時があり、その
場合は場所を変え、職員とご利用者が二人
だけで過ごす時間を作っている。
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福岡県　グループホームあんしん（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和４年３月２２日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

　①ほぼ全ての利用者の

○ 　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

○ 　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―
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福岡県　グループホームあんしん（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和４年３月２２日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

○ 　④ほとんどない

○ 　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

　①ほぼ全ての職員が

○ 　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―
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福岡県　グループホームあんしん（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和４年３月２２日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

2

―3

地域の中で、認知症に対する理解を深めて
いくことは大切であるが、コロナ禍であっ
たため、以前出来ていた散歩時などにおけ
る、地域の方々との会話や交流が減少して
いるのが現状である。

5

2

近くの神社へ散歩に行ったり、出かけた際
には地域の方に挨拶をするように心がけて
いる。
施設の敷地内で行う行事（花火大会など）
には地域の方々にお声かけし、参加を呼び
かけている。

1

6

4

事業所内の理念は、誰もが見える窓口に掲
示しており、職員は日頃から理念を意識し
た上で職務にあたっている。
また、その理念を職員間で共有している。

4

２ヶ月に１度、運営推進会議を実施してお
り、会議では事業所の活動状況、ご利用者
の状況に伴う事故・ヒヤリハットなどを報
告している。参加者の自治会長より、災害
対策や避難場所への道のり等を教えて頂い
たり、入所者のご家族からは、入所後の状
況についての意見を頂き、その意見を当事
業所のサービス向上に生かしている。

3

すべての職員は勉強会や研修を行ってお
り、生活の質を下げる身体拘束を理解して
いる。
基本的に身体拘束をしないケアの実践をか
かげ実施している。
見守りを徹底することで、安全安心な介護
サービスを行っている。定期的な勉強会を
通して、身体拘束について学びながら実践
している。

5

疑問点や問題があった時、またご利用者の
入所時など、些細なことでも不明点があれ
ば市の担当者に連絡し、協力関係を築いて
いる。

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

外部評価
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福岡県　グループホームあんしん（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和４年３月２２日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

7

定期的な勉強会を行っている。管理者をは
じめ、全職員は高齢者虐待関連法を学びな
がら虐待の防止を徹底している。
また、職員間でも注意を払いながら、業務
を行っている。

12

管理者は人事考課表をもとに、普段の仕事
ぶり等を評価しながら、職員一人ひとりと
面談を行っている。その際職員の要望など
を聞き、環境整備や条件の整備に努めてい
る。

―

10

ご利用者のご家族には、毎月本人様の様子
を手紙にて報告し、ご家族の意見や要望を
お聞きしている。ご家族からの意見などが
あれば職員全体で考え、すぐ改善出来る場
合は迅速に行い家族に報告を行っている。
ご家族からの要望や意見を気軽にお話し頂
ける関係づくりを心がけています。

7

11

当事業所は日頃より、管理者への意見・提
案を自然に話せる雰囲気にある。
また、朝・夕の申し送り、毎月第４木曜日
に職員会議・勉強会を行っておりその際に
も職員の要望や意見・提案を聞く機会を設
けている。
職員からの意見や要望・提案を活かしなが
ら、運営に反映している。

8

6

9

入所契約時に、重要事項説明書・契約書を
ご利用者やご家族に確認しながら説明を
行っている。
また、疑問点があれば理解して頂けるまで
説明している。

―

8

勉強会にて権利擁護に関する制度は学んで
いる。事業所内にも日常生活自立支援事業
を利用している方、成年後見制度を活用し
ているご利用者もおられ、身近に学ぶこと
が出来ている。

―
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福岡県　グループホームあんしん（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和４年３月２２日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

17

入所前のアセスメントで、ご本人の困って
いることや要望・不安に対して、ご本人・
ご家族と一緒に話し合い、どのような支援
を提供していくかを考え、その人らしい生
活が送れるよう努めている。

―

18

ご利用者家族の要望やお困り事にも出来る
だけ応えられるように話し合いをしなが
ら、どんな事でも相談や助言を出来るよう
に窓口を設けている。

―

15

管理者は、職員個々のスキルアップを図る
為、オンライン研修や外部研修の情報提供
を行い、希望する研修に参加出来るよう取
り組んでいる。受講後は研修報告書で学び
を振り返り、伝達を兼ねての勉強会等で、
その内容を報告しその全てを職員間で共有
している。講師を通したオンライン勉強会
も行っている。

―

16

オンライン研修や、運営推進会議に参加す
ることで、同業者と交流する機会があり、
その時の意見交換で得たことを日頃の業務
の参考にしている。

―

14

定期的な勉強会を通して、人権教育や啓発
活動を行っている。事業所はご利用者一人
ひとりの尊厳を理念に掲げており、人権尊
重に努めながら業務を行っている。
また、オンライン研修に参加し理解を深め
ている。

13

職員の募集・採用にあたっては性別及び年
齢などの制限は設けていない。職員の希望
を重視しながら、シフト調整を柔軟にする
ことで職員が望む社会参加への協力に取り
組んでいる。

9

10
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

24

退去された方のご家族が施設に顔を出され
たり、現在の状況の連絡を頂いています。
契約終了後も、助言やアドバイス、相談を
して頂けるような関係づくりに取り組んで
いる。

―

22

本人がこれまで大切にしてこられた物や場
所などの情報をもとに会話をしながら、コ
ミュニケーションをとっている。ご家族の
絵はがきやお手紙を居室の目の届く場所に
貼ったり、プレゼントを飾りご家族の思い
を代弁するなど、関係が途切れないように
している。
帰宅願望の強い方には、ご家族の協力の中
で、散歩や外出などの気分転換になれる支
援を行っている。

11

23

席の配置やコミュニケーションが図りやす
い環境づくり等、職員同士でも話し合い、
また、利用者同士がトラブルを起こしそう
になった場合などは職員が間に入るなど、
利用者同士が心地よく生活していただける
よう配慮している。

―

21

ご家族の現状を理解した上で、面会時はご
本人の生活の様子や、本人の要望を可能な
限りお伝えし、よい関係を築いて頂けるよ
う、日頃からしっかり連絡を行っている。

20

ご本人のできる事を見極めながら、こちら
からサービスを提供するだけでなく、調理
や洗濯物たたみ等を通して、本人の出来る
事をできる限りしてもらいながら、職員と
の日々の関わりを大切にしている。

―

―

19

入所前のご本人・ご家族のからお聞きした
ことの中で、1番のお困り事を全職員で話し
合っている。本人のかかりつけ医や入所前
の介護支援専門員からの助言を聞いたりし
ながら、まず必要な問題の対応にあたって
いる。

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

入所前の段階より、書面やご家族からお聞
きした生活歴を基に、施設での生活も安心
して過ごして頂けるよう支援している。本
人との会話やご家族との話の中より得られ
た新しい情報については職員間で共有し、
情報を活かしながらご本人の生活がより良
くなるように努めている。

25

ご本人が行動を起こすには何らかの理由が
あることを念頭に置きながら本人が今、何
を求めて行動しているのかを常に考え、言
葉で伝えられないご利用者は、仕草や表情
から本人の思いを汲み取っている。職員の
都合ではなくご本人の思いに添えるよう心
がけている。

12

―

29

記録は本人の現在の状態把握のため、生活
の様子、ケアの内容・状態変化など記入し
ている。
毎日の申し送りや連絡ノートも活用しなが
ら職員間で情報の共有を行っている。記載
の内容や書き方について、改善すべき点が
あれば職員会議やユニット介護の中で話し
合いをし改善している。

―

30

ご本人・ご家族からのニーズに対して、職
員会議や申し送りの際に職員から意見を出
し合い、どのようなサービスを取り入れ、
提供していくか検討している。

28

本人の現在の状況やご家族からの要望を基
に、一人ひとりのニーズに沿ったケアプラ
ンを作成し、３ヶ月毎に評価を行ってい
る。
毎月のモニタリングで、不十分な点、改善
すべき点についてはケアプランを見直し、
本人にとって最善の支援が提供できるよう
にしている。

27

1日2回のバイタルチェックや入浴・食事、
その他あらゆる場面で心身の状態の変化を
見逃さず、早期発見出来るよう日頃から一
人ひとりの状態を把握している。変化が
あった場合は報告し記録を行い確実に申し
送りが出来るよう努めている。

―

13

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

31

施設内での生活にとどまることなく、季節
感を味わって頂くために、季節にあったイ
ベントや行事を企画したり、地域で行われ
ているイベント等にも参加させて頂いてい
る。
また、ボランティアの訪問も取り入れ、楽
しみのある生活が出来るよう支援してい
る。

―

32

事業所は本人とご家族にかかりつけ医の確
認を行い、緊急時以外は入所後も引き続き
継続的な医療を受けている。緊急時の対応
については、かかりつけ医に受診出来ない
場合もある旨を本人やご家族には説明し、
了承を得ている。

34

入院時は管理者より、ご家族に報告しご家
族の現状や意向をお聞きしている。
また、本人の不安を軽減するため、職員が
面会し病院関係者に情報提供している。
退院時期の確認連絡や、退院に向けての病
院関係者との話し合いも積極的に行ってい
る。

14

33

職員はご利用者の毎日の健康状態を確認
し、異常の早期発見に努めている。体調変
化や様々な気づきがあればいち早く管理者
に報告している。管理者はかかりつけ医に
情報提供を行い、医療と連携を図ってい
る。週２回の医療連携（訪問看護）とも健
康状態を共有しているため、連携を図りな
がらご利用者の健康管理を行っている。

急変時に対するマニュアルはあるが、初期
対応の訓練を定期的に行うことは出来てい
ない。ＡＤＬの使用方法や応急手当の研修
は、外部から講師に来て頂き行っている。
急変時の連絡体制は２４時間オンコールに
て出来ている。

35

事業所は｢重度化や終末期に向けた方針｣に
ついて、作成した資料をもとに、入所の際
ご家族に説明している。終末期に関して、
事業所で出来ること・出来ないことをご家
族に説明し納得して頂いている。
地域の関係者とともにチームでの支援に取
り組むまでの体制はまだ出来ていない。

36 ―

15

―

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37

施設防災計画に基づき行っている。
消防署に事前連絡を入れた上で、災害時の
避難訓練等年2回行っている。また、訓練時
は施設周辺の近隣の方々にも声をかけ、初
期消火訓練等への参加をお願いしている。

16

―

食事の準備や後片付け、テーブル拭きなど
可能な限り職員と一緒に行うようにしてい
る。また、ご利用者と一緒に食事をするこ
とで、本人の体調や嗜好など多くのことに
気付くことが出来ている。

18

41

身だしなみについては、その時の体調や気
候等を考え、ご利用者の好みを尊重し、本
人が着たい服や整容、女性は化粧を含めご
自分で決定して頂いている。意思疎通の難
しい方への対応はご家族の意見を参考に、
本人の好まれるような身だしなみに心がけ
ている。

40

事業所内での1日の流れの中で、本人のリズ
ムを崩さないように注意しながら、日々の
生活を楽しく過ごして頂けるよう心がけて
いる。また、したいことがあれば、本人の
意向に添い支援をしている。

―

42

38

ご利用者一人ひとりの状態、性格、生活し
てきた環境も違うため、介護・支援の方法
も異なる事を念頭にいれ、常にご利用者の
立場に立って対応するように努めている。

17

39

普段の対応や会話の中から、ご本人の思い
やニーズを汲み取るように心がけている。
意思表示が難しいご利用者に対しても、表
情や仕草で意思表示ができるよう働きかけ
ている。

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

―

―44

訪問歯科の指導のもと、ご利用者一人ひと
りの状態に応じたケアを行っている。でき
る限りご自分で磨いて頂き、磨き残しや仕
上げの介助が必要な方のケアは職員が行っ
ている。義歯の保管・管理については個々
に合わせ個別に対応している。

48

昼食後の休息の時間や消灯の時間は1日の流
れの中で決まっているが、その時の本人の
体調や希望を尊重しながら、休んで頂くよ
うにしている。室内の明るさ等についても
本人が安心して入眠できるよう配慮してい
る。

43

入所当初は以前の情報をもとに食事形態や
食事量を提供しているが、徐々に本人の意
向や状態・体重の増減・主治医からの指示
書等を踏まえ本人に必要な栄養・水分の提
供を行っている。毎食ごとの食事摂取量と1
日の水分摂取量を記録し状態確認を行って
いる。必要に応じて主治医への報告を行っ
ている。

入浴は1日おきに本人の状態確認を行いなが
ら入って頂いている。入浴の時間や入る順
番についてもできる限り意向に添うように
している。
ご利用者の羞恥心やプライバシーに配慮し
ながら、男性職員での拒否がある場合は女
性職員が対応するなどし、安心して入浴し
ていただけるよう心がけている。

1945

排泄に関しては可能な限り本人のニーズを
尊重し、プライバシーに配慮しながら行っ
ている。排泄チェック表を確認しながら、
排泄の間隔が開きすぎてる場合は、こちら
から声かけしたり、意思表示の難しい方に
対しては職員側よりトイレにお連れする場
合もある。
本人の排泄量や肌に合ったパット等の使用
も工夫している。

ご利用者一人ひとりの排便のペースを把握
しつつ管理や訪問看護師・主治医の指示の
もと、個々の状態に合わせた対応を行って
いる。また、水分摂取量を確認し水分の促
しやトイレでの腹部マッサージなどを行
い、自然排便をしてもらえるよう働きかけ
ている。

―

20

46

47

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

―

54

共用空間・居室等については毎日掃除して
おり清潔を保っている。壁には季節が感じ
られる絵を貼ったり、玄関先やリビングの
手洗い場に花を飾る等、居心地よく過ごし
て頂ける工夫を行っている。
日常の多くをリビングで過ごされる方が多
く、本人の好きな場所で気の合うご利用者
と楽しく過ごされている。

22

53

ご本人の要望・ご家族の協力のもと、携帯
電話については個々に対応している。
手紙については、投函の支援を職員が行っ
ている。

52

ご家族と話し合いをし、ご本人が管理・使
用出来る場合は、使用時に職員が見守りを
行い、出来ない方には、安心して頂けるよ
うに管理者がお預かりして、必要な時に使
えることを説明している。

51

―

21

近くの神社へ散歩に行ったり、春はお花見
をかねてお弁当を屋外で食している。ま
た、年に数回、ドライブをかねたレクリ
エーションに取り組み戸外に出かけてい
る。買い物では、個々で対応しご自分で選
択された物品を購入している。ご家族に外
出時の本人の様子や購入内容を報告し、安
心していただけるよう心がけている。

50

食器拭きや洗濯物たたみ・テーブル拭きな
ど、ご利用者一人ひとりが出来ることを見
極めながら個々に合った役割を活かして頂
いている。ご家族の協力のもと、趣味活動
に参加されたり、外食やドライブに行かれ
ている。

―

49

服薬の目的や重要性については全職員が把
握している。また、現在服薬中の薬の作
用・副作用については職員がいつでも確認
出来るよう、利用者1人ずつファイリングし
てある。薬の変更等の際には必ず管理者よ
り報告があり、薬の入っている袋にも記載
されている。

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

57

ご利用者が安全に過ごして頂けるよう、動
線を考えた家具の配置を行っている。施設
内はバリアフリー化されており、要所要所
には手すりが付いている。下駄箱にも一人
ひとりラベリングを行い、衣類等にも一人
ひとり色別に区別し間違いがないよう配慮
している。

56

55 ―

23

ご利用者はご自分の席を覚えておられる。
また、時にはソファーに座られ気の合うご
利用者同士でテレビを見られたり談笑され
ている。

―

ご家族に説明し、使い慣れた家具や仏壇・
愛着のある物などを持ってきて頂いてい
る。職員も各居室は本人の家という認識で
あるため、ご自宅と同じような環境で生活
して頂けるよう配慮している。
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取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

　①ほぼ全ての利用者の

○ 　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

○ 　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―
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取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

○ 　④ほとんどない

○ 　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

　①ほぼ全ての職員が

○ 　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―
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